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「レファレンス   サービス」とは？   司書が、あなたの調べたいことについて、 資料や情報を探して紹介したり、調査方法な どの相談に応じるサービスです。  
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特集：「白隠禅師」


「駿河には過ぎたるものが二つあり　富士のお山に原の白隠」


いつの頃からか謳われるようになった有名な歌です。


白隠禅師（1685～1768）は江戸中期に出現した禅僧で、「臨済宗中興の祖」と呼ばれています。現在、日本の臨済宗の法源をさかのぼると全て白隠禅師に行き着くそうです。


この白隠禅師が生まれた地が駿河国原宿、現在の沼津市原です。白隠禅師は15歳で出家し、全国各地で修行を重ね、33歳で原の松蔭寺の住職となります。その後白隠禅師76歳、宝暦10年（1760）には、三島に円通山龍澤寺を開山しました。84歳で亡くなるまで、自己の信ずる禅の教えを布教するために力を注ぎました。


この機会に三島にゆかりある白隠禅師について、学んでみませんか？図書館では以下の本を所蔵しています。また、白隠禅師に関する講座も開催しますので、ぜひご参加ください。





★図書


『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?num=1134469&ctg=1&reqsch"��白隠－禅画の世界�』　芳澤勝弘著　中央公論新社　2005.5


むずかしいと言われる禅画。特異な画風で知られる白隠禅師の禅画に込められたメッセージを読み解き、禅画の世界へいざなう。





『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?num=2048290&ctg=1&reqsch"��白隠禅画をよむ－面白うて　やがて身にしむ　その深さ�』芳澤勝弘著　ウェッジ　2012.12


　「臨済宗中興の祖」と称えられる白隠禅師が禅画に込めたメッセージを、筆跡や著作、時代背景を検証して読み解く。





『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?num=2049378&ctg=1&reqsch"��白隠（別冊太陽）�』　芳澤勝弘監修　山下裕二監修　平凡社　2013.1


白隠禅師の生涯がわかりやすくまとめられている。カラーで白隠禅師の書画が掲載され、1点ずつ解説されている。





『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?num=1635171&ctg=1&reqsch"��白隠禅師物語�』　上村貞嘉著　淡交社　2009.4


白隠禅師の誕生から、大聖寺での息道和尚との師弟愛、苦闘の多かった行脚修行を終えて松蔭寺の住職となるまでを描く。





『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/detailresult?target1=1&key1=%25E7%2599%25BD%25E9%259A%25A0%25E7%25A6%2585%25E5%25B8%25AB%25E6%25B3%2595%25E8%25AA%259E%25E5%2585%25A8%25E9%259B%2586&item1=AB&item2=CD&item3=EF&item4=GH&item5=K&comp1=3&comp2=3&comp3=3&comp4=3&comp5=1&cond=1&sort=0&buncomp=1&mv=10"��白隠禅師法語全集（全15巻）�』　白隠慧鶴原著　芳澤勝弘訳注　1999.5～　禅文化研究所











★図書館講座


演題：「白隠禅画をよむ」


講師：芳澤勝弘氏（花園大学国際禅学研究所教授）


　日時：平成26年1月25日（土）　午後2時～3時30分（午後1時30分開場予定）


　場所：三島市民生涯学習センター3階　講義室


　定員：150名（要事前電話予約）


受付日時：平成25年12月17日（火）午前10時から電話予約開始。


　　　　　※図書館開館日の午前10時～午後5時に、図書館へお電話ください。定員になり次第終了します。


　　　　　※参加費は無料です。白隠禅師研究の第一人者である芳澤教授による講演です。


この機会にぜひご参加ください。





2013年10月15日号





図書館のしごと紹介


「中郷分館」





図書館中郷分館は、中郷文化プラザの１階にあります。図書約40,000冊、視聴覚資料約3,000点を所蔵しており、新聞11誌、雑誌78誌（H25.3.31現在）を定期購読しています。小さい図書館ですが、コンパクトにまとまっている分、資料を選びやすいという声も聞かれます。地域館として利用者との距離がとても近いので、「おすすめの本はある？」等、気軽に声をかけていただき、読書相談に応じています。人気なのは時代小説や大活字本で、本館にしかない本も予約して中郷で受け取ることができます。


図書館事業では、子ども読書の日の「思い出アルバムをつくろう！」や、夏の「パネルシアターを楽しもう」などを図書館ボランティアの力も借りて行い、とても好評でした。また、公民館と連携して共催事業も行っており、毎年楽しみに参加する子どもたちもいます。


お子さんを連れて、本をたくさん借りていく市役所のイクメン職員もいます。駐車場もありますので、終業後や、休日にぜひご利用ください。


　





レファレンス事例　


三島の森永の工場で日本で初めてペニシリンを製造したというのは本当か。











レファレンス事例　


三島の森永の工場で日本で初めてペニシリンを製造したというのは本当か。














＜回答＞　


　 　『森永製菓一○○年史』巻末年表9ページに「昭和19年11.21　三島工場（食品工場）でペニシリン生産研究開始（12.10液体抽出に成功、わが国初の大量生産によるペニシリン「碧素1号」完成）」「昭和20年10.1ペニシリン製造を薬品会社大場工場に移管」とあり。130ページにも見開き解説がある。


　当時、ペニシリンは発見されたばかりで量産することが難しく、貴重な魔法の薬で


あった。関係者の努力により森永の三島工場でペニシリンの工場生産を開始した


ことは、大勢の人々の命を救い、日本を抗生物質生産大国にする礎となった。


日本は戦後次々と新しい抗生物質を発見し、現在日本が生産する抗生物質は、


世界で大きな地位を占めている。


＜提供資料＞


『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?num=550250&ctg=1&reqsch"��森永製菓一○○年史�』　森永製菓株式会社編　2000.8


　　130・131ページに、当時の工場内で若い女性が割烹着を着て働いている写真等がある。解説に「工場従業員はもちろん、動員されてきた三島高等女学校（現三島北高）の挺身隊女学生たちも必死で働き」とあり、一丸となって働いていたことがうかがえる。


『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?num=215775&ctg=1&reqsch"��碧素・日本ペニシリン物語�』　角田房子著　新潮社　1979


　134ページから、三島の森永で日本で初めてペニシリンを製造するに至った経緯が書かれている。当時の関係者に取材して書かれているルポルタージュなので、三島の森永に立ち寄った後沼津に疎開している家族に会いに行く途中の軍医・稲垣氏が、バス停で偶然出会った男性にペニシリンを提供して敗血症の男の子が助かったエピソードなども載っている。


『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?num=607064&ctg=1&reqsch"��大場誌�』　大場誌編纂委員会編　2000.2


　　222ページ「昭和19年10月三島工場で碧素第一号が完成し12月に軍に納入することになり、20年10月に大場工場をペニシリン製造工場として森永薬品と改称し培養販売を続け」「昭和52年大場工場は閉鎖となり」「コーポラス大場が建設された」とある。


＊その他の参考資料は、�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/referencedetail?num=1943115"��レファレンスサービス調査回答事例�をご覧ください。


　図書館には、三島や周辺地域に関して多くの質問が寄せられるため、その一部をホームページで公開し、検索できるようにしています。














今月のピックアップ　ー新着資料から


民間企業で働く人に限らず、各自治体職員にも職場内の人間関係、住民との対応などで、日々様々なことが起こっています。仕事は楽しいことばかりではありません。時には、窓口対応でなかなか意図が伝わらず、住民にお叱りを受けて嫌な気分になったということは、誰でも経験したことがあることの一つだと思います。


　東京都特別区で現職の管理職として働いている著者が、福祉事務所、企画課、保育課などを歴任し、現場で体験した様々な４８の出来事を、職場の人間模様、住民とのこと、業務のこと、管理職の立場でのことに区分して軽快に書いています。


　同じ境遇で働いている私たちにとって、一話一話気軽に読め、「こんなことある」と共感できます。








『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/bookdetail?num=2094168&ctg=1&reqsch"��公務員のシゴトが楽しくなる４８の話�』


　　山本　雄司　著　ぎょうせい








                 





図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/"�http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�
































図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/"�http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�























